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近畿日本鉄道株式会社・南海電気鉄道株式会社・京阪電気鉄道株式会社・阪急電鉄株式会社・阪神

電気鉄道株式会社・京福電気鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社および京都市・大阪市・神戸市

では、本年 12 月に関西三都(京都、大阪、神戸)で開催される｢光｣をテーマにしたイベント(京都・嵐

山花灯路 2011<主催：京都・花灯路推進協議会>、ＯＳＡＫＡ光のルネサンス 2011<主催：ＯＳＡＫＡ

光のルネサンス実行委員会>、神戸ルミナリエ<主催：神戸ルミナリエ組織委員会>)の共同ＰＲを実施

し、３つのイベントへの誘致と公共交通の利用促進を図ります。 

和の情緒溢れる灯りと花で古都の夜を彩る「京都・嵐山花灯路」、光と水のハーモニーが水都を包

む「ＯＳＡＫＡ光のルネサンス」、そして光の回廊や壁掛けが幻想空間へといざなう「神戸ルミナリ

エ」。三都で行われるこれら光のイベントは、12 月に開催時期が重なっており、かつ各々が特徴的

な魅力を持っていることから、より多くの方にその魅力をお伝えすることで、“一足伸ばしてさらに

別エリアの光のイベントへ”と誘うべく、「京都・大阪・神戸“光と灯りの街めぐり”冬の三都ファ

ンタジア」という統一の名称のもと、関西鉄道各社と京阪神三都市が連携し 3つのイベントの共同Ｐ

Ｒを展開します。 

また、九州新幹線の全線開通により京阪神へのアクセスが向上した九州エリアに向けた共同セール

スプロモーションを実施し、当該エリアからの誘客を図っていきます。 

なお、この取り組みについては、観光庁および近畿運輸局のご協力をいただき、関係各機関および

近畿圏外でのポスター掲出等の展開を図ることで、官民一体で公共交通の利用促進と関西エリアの活

性化の一助としていきます。 

 

詳細は別紙のとおりです。 

 

関西鉄道各社と京阪神三都市とが連携し 

関西三都で開催される｢光｣のイベントをＰＲします 

～京都・大阪・神戸 “光と灯りの街めぐり” 冬の三都ファンタジア～ 



[別 紙] 

【ＰＲの概要】 

  1.タイトル  「京都・大阪・神戸“光と灯りの街めぐり”冬の三都ファンタジア」 

  2.ＰＲ期間  平成 23 年 11 月 20 日 ～ 12 月 25 日〈予定〉 

  3.媒    体  ポスター(日本語版・英語版)、パンフレット、ホームページ など 

  4.掲出場所  参画社局における駅・車内ポスター、駅置きパンフレット ほか 

   ～媒体例～ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

【九州セールスプロモーションの概要】 
1.日  時 平成 23 年 11 月 25 日（金） ～ 26 日（土）  

2.場  所 博多駅前賑わい交流広場 

3.内  容 京阪神三都市と参画社局によるステージＰＲ、パンフレット配布 など 

       

【参考：各イベントの開催概要】 

 ■『京都･嵐山花灯路 2011』 

    (1)期  間  平成 23 年 12 月 9 日(金) ～ 18 日(日) 

    (2)会  場  京都・嵯峨嵐山一帯 

    (3)最寄駅  ＪＲ嵯峨嵐山駅、阪急嵐山駅、嵐電(京福電車)嵐山駅 

    (4)内  容  嵯峨・嵐山地域一帯が和の情緒あふれる灯りと花で彩られます。 

約 5㎞に及ぶ路沿いには露地行灯やいけばな作品が飾られるほか、渡月橋周辺や野

宮神社から大河内山荘に至る散策路の竹林がライトアップされるなど、幻想的な夜

が演出されます。 

    (5)主 催 京都・花灯路推進協議会 

 

  ■『ＯＳＡＫＡ光のルネサンス 2011』 

    (1)期  間  平成 23 年 12 月 14 日(水） ～ 25 日（日） 

    (2)会  場  大阪・中之島一帯 

    (3)最寄駅  〔中央会場〕大阪市営地下鉄淀屋橋駅、京阪淀屋橋駅・大江橋駅・なにわ橋駅 

               〔東 会 場〕大阪市営地下鉄北浜駅、京阪北浜駅・なにわ橋駅 



    (4)内  容  大阪・中之島を舞台に水都大阪を象徴する光の祭典が繰り広げられます。 

９年目をむかえる今回は、メインとなる「中央会場」ではウォールタペストリーや

中之島イルミネーションストリートなど、「東会場」では自然を活かしたイルミネ

ーションパークに変身し、華やかな光の演出が楽しめます。 

クリスマスまでの毎夜、中之島はロマンチックな光の島と化します。 

    (5)主 催 ＯＳＡＫＡ光のルネサンス実行委員会 

 

■『神戸ルミナリエ』 

    (1)期  間  平成 23 年 12 月 1 日(木) ～ 12 日(月) 

    (2)会  場  神戸・旧外国人居留地及び東遊園地 

    (3)最寄駅  ＪＲ元町駅・三ノ宮駅、阪神元町駅・三宮駅、神戸市営地下鉄三宮駅、阪急三宮駅 

※『神戸ルミナリエ』会場の入口は元町駅側です。 

    (4)内  容  阪神・淡路大震災の犠牲者の鎮魂と神戸の復興・再生を象徴する行事として、震災

の年から毎年開催されている光のメモリアルイベント。 

今回は「神戸から東日本大震災の被災地へ、犠牲者の鎮魂の祈りと復興支援のエー

ルを送る」主旨も含め開催。 

イタリアから運ばれた様々なデザイン様式の木製アーチに、約 20 万個もの色とり

どりの電球が施され、神戸の夜を華やかに彩ります。 

    (5)主 催 神戸ルミナリエ組織委員会 

以  上 
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